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上場維持基準（純資産基準）の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 
 

  

当社は、2023 年 11 月 30 日に「上場維持基準への適合に向けた計画書」を提出し、その内容を開示しております。

また、2024 年 10 月 15 日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」を提出し、進捗状況を開

示しております。 

つきましては、2025 年８月期第 3 四半期における上場維持基準の適合に向けた計画の進捗状況について、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．2025 年 8 月期第 3四半期連結決算の状況について 

本日開示しました「2025 年８月期第 3四半期決算短信[日本基準]（連結）」に記載のとおり、売上高 1,017 百万

円、売上原価 407 百万円、売上総利益 610 百万円、販売費及び一般管理費 1,447 百万円となり、以上の結果、営業

損失 836 百万円、経常損失 794 百万円、特別利益 1,399 百万円（債務免除益）、四半期純利益 579 百万円となりま

した。純資産については、2024 年 10 月 17 日付「第三者割当による普通株式及び第三者割当による第６回新株予

約権（行使価額修正条項付）の発行及び、その他関係会社及び主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ」

に記載のとおり、第三者割当増資を実施し、これに伴う払込み手続きが完了した結果、当連結会計期間末時点にお

ける純資産の額は、564 百万円（前会計年度末債務超過額 2,077 百万円）となり、引き続き、債務超過を解消した

状況を維持しております。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた基本方針について 

当社は、2023 年 11 月 30 日開示の「上場維持基準への適合に向けた計画書について」に記載の取り組みを推進 

し、事業面及び財務面での安定化を図り持続的な収支の改善を図るとともに、資本増強に向けた各種施策を推進し、 

2025 年８月末時点においても債務超過を解消した状態を維持できるよう努めてまいります。また、流通時価総額の 

向上につきましては、流通株式比率を高めつつ、業績の回復を図ると同時に積極的な情報開示に努め、株式市場に 

おける当社の評価を高めることで、時価総額の増大に繋げていきたいと考えております。 

 

３．上場維持基準の適合に向けた取り組みの進捗状況について 

① 原価率の低減による売上総利益の向上 

経営体制の刷新により、従来の商社を介した仕入れではなく、海外における新たな直接仕入れルート等の確保を 

図り、従来の仕入れルートからの脱却と新ルートシェアを増加させることで原価率低減を図ってまいります。同時 

に海外工場との直接取引についても積極的に取り組んでおり、売上総利益の増大を図ると共に、当社オリジナルの 

商品を増やすことで他社との差別化も図ってまいります。 



② ブランド力の向上 

当社各ブランド顧客の年齢層やテイスト等に合わせ時代に即したリブランディングを行い、ターゲット層をより 

明確にした新たな商品展開を図ってまいります。また、新たな戦略として当社独自のデザイナーによる新ブランド 

の展開も積極的に行ってまいります。こうしたブランド力の積極的な向上策により、売上高の向上に繋げてまいり 

ます。 

③ 店舗販売事業の強化 

現在 26 店舗を展開しておりますが、各店舗の収益性を精査したうえで、スクラップアンドビルドを積極的に推 

進してまいります。また、店舗の人員（販売員）不足を解消すべく、出店地域における新規採用の実施等にも継 

続して取り組んでまいります。 

  ④ インターネット販売事業の再構築及び再拡大 

ＳＮＳ等新たな広告手法への積極的な取り組みやＥＣシステムの見直し等を図り、安定的かつ長期的な収益の 

確保が可能な事業として再構築し、事業規模の再拡大を図ってまいります。 

  ⑤ 財務基盤の安定化 

2024 年 11 月 27 日付「第三者割当による新株式及び、第６回新株予約権発行の払込完了並びに、債務超過解消

見込みに関するお知らせ」に記載のとおり、払込手続が完了し、債務超過を解消いたしました。当連結会計期間末

時点における純資産の額は、564 百万円となり、引き続き債務超過を解消した状態を継続しております。また、2025

年 7 月 18 日開催予定の臨時株主総会におきまして、第三者割当による新株式発行及び第 7回新株予約権発行の件が

承認されますとより一層の資本の充実を図れるものと考えております。 

2025 年８月末（決算期末）時点においても債務超過を解消した状態を維持できるよう、引き続き財務基盤の強化

及び収益構造の改善に取り組んでまいります。 

⑥ 収益基盤の拡大 

当社は 2025 年 1 月 20 日開催の取締役会決議に基づき、投資関連事業の株式会社 ANAP ライトニングキャピタル、 

リラックスサロン事業の株式会社 ARF、エステティックサロン事業の株式会社 AEL を当連結会計期間に設立し事業 

活動を開始しております。今後は、各事業の早期の収益化を実現し、グループシナジー効果を生み出し、収益基盤 

の拡大と企業価値の向上を目指してまいります。 

 
以上 

 

 

 

 

 

 


